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   The 39 cases of renal pelvic and ureteral tumors treated in our hospital from 1974 to 1983, were 
reviewed retrospectively. 
   The 39 cases included 15 renal pelvic tumors, 21 ureter tumors and 3 ureteropelvic tumors. The 
incidence of these tumors was 0.15% among all new outpatients. Sex distribution was 25 males to 
14 females, and mean age was 65.2 years old. Hematuria was the most frequent initial symptom 
and chief complaint. Of the patients, 28.6% had come to our hospital within one month after their 
initial symptoms appeared.  "  Filling defect ", an important finding of IVP and RP, was revealed 
most frequently. The positive rate of urine cytology was 33.4%. Histological examination revealed 
14 transitional cell carcinoma and 1 papilloma of 15 renal pelvic tumors and 19 transitional cell car-
cinoma, 1  polyp and  1 metastatic adenocarcinoma of 21 ureter tumors. Operative therapy was 
performed on 36 patients; 26 by nephroureterectomy with partial cystectomy. Vesical recurrence 
rate was 18.9%. The 5-year survival rate was 37.4% on renal pelvic tumor and  40.7% on ureter 
tumor. The factors, high grade, high stage, and ureteropelvic double tumor, which reflect the 
specificity ofthe malignant potential, also affected prognosis. In conclusion, post-operative adjuvant 
therapy was thought o be valuable in the near future. 


































































































































































































































乳頭腫1例 であった.尿 管腫瘍の21例では,移 行上皮
癌19例,ポリープ1例,胃 か らの転移性腺癌1例 であ
った.ま た複数ヵ所に腫瘍が同時に発生していたもの




て は膀 胱 癌 取 扱 規 約 に 準 じて判 定 した 結果,gradeO
が2例,grade1,3例,grade2,15例,grade3,13
例 で あ った,stageに関 して は,Jewettの分類 に 準
じて判 定 した が,stage1,5例,stage2,12例,stage
3,10例,stage4,7例であ った.移 行 上皮 癌36例 に
っ い てgradeとstageの 関 係 をTable7に 示 し
た.
7.治 療
治 療 に つ い て み る と,手 術 は36例に 施 行 し腎 尿管 摘
除 兼 膀 胱 部 分 切 除 が26例(72.2%)とも っ と も多 く,




































































Total 35 12 6 7 39
る.そ れ ぞ れ の 内 訳はTable8に 示 す ご と くで あ る
が,2例 がstage4,1例 が 患者 の拒 否 のた め 手術 治
療 を お こ なわ な か った.外 科 的 以外 の治 療 を 施 行 した
症 例 は,腎 孟 腫瘍 で は7例,尿 管腫 瘍 で12例であ った.
うち 手術 末施 行 例 は そ れ ぞれ1例 ず つ 含 まれ てい る,
そ の 内容 は化 学 療 法12例,放 射 線 療 法6例,免 疫 療 法
7例 で あ った.化 学 療 法 はMitomycinC,BleQ-
mycin,5.FU,Adriamycin,CDDPなど を,放 射
線療 法 は60Coま た はLineacを,免 疫療 法 はOK-
432,PSK,SSMな どを用 いた(Table9).
8.予 後
悪 性例 に 関 して膀 胱 再 発 に つ い て調 べ る と,腎 孟腫 瘍
で1例,尿 管 腫 瘍5例,腎 孟 尿管 重 複 例1例 で あ り,
全 体 で は18.9%であ った.実 測 生 存 率 を み る と,
grade,stageに関 しては1年 生 存 率 はgrade1と2
のlowgradegroupで93.7%,grade3のhigh
gradegroupで73.9%,また5年 生 存 率は,10w
gradegroupで5Lフ%,highgradegroupでは3
年 で 全 員 死亡 で あ った.同 じ くstagcに 関 して1年
生 存 率 はstage1と2のiowstagegroupで は80
%,stage3と4のhighstagegroupでは80.6%
で あ り,5年 生 存 率 では10wstagegroupで57.1%,
highstagegroupでは23.0%であ った.全 体 でみ る
と腎孟 腫 瘍 の5年 生 存 率は37.4%,尿管 腫 瘍 で は40.7
%,腎 孟 尿 管 重 複例 は1年 未 満 に2例 死 亡,1例 は4
年 目で現 在 経 過 観察 中 で あ る。 術 後 補 助 療 法 の有 無 で
み る と,1年,5年 生存 率 の それ ぞ れ は 施 行 例 で93.1











































































ないと考えられた.さ らに,期 間途中で 導入された


























































































例,ポ リープ1例,転 移性腺癌1例 であった.膀胱











11)術後補助療法を施行 したほ うが,予 後が若干良
好という結果が出,今 後の改善の余地が示唆 され
た.
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